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竺
一
つ
－
り
旦
信
讐

東
北
被
災
地
の
施
設
見
学
会
に
参
加
し
て

理

事

長

　

隅

　

一

滴

世
田
谷
区
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会
　
（
以
下
連

協
）
　
で
は
、
毎
年
区
内
の
障
害
者
施
設
や
ひ
ま
わ
り

荘
等
の
障
害
者
が
利
用
で
き
る
施
設
を
見
学
し
て
い

ます。
今
年
は
被
災
地
の
施
設
を
訪
ね
て
、
四
年
経
っ
た
現

状
を
見
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
当
会
が
児
童
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
お
手
伝

い
し
て
い
る
、
北
烏
山
に
あ
る
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「
こ
こ
か
ら
」
の
責
任
者
で
あ
る
北
川
施
設
長
の
全
面

協
力
の
下
、
九
月
六
日
～
八
日
迄
、
二
泊
三
日
で
、

南
三
陸
と
石
巻
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

連
協
加
入
団
体
　
（
十
七
団
体
）
　
か
ら
希
望
者
を
募

っ
た
と
こ
ろ
、
当
会
の
参
加
者
が
十
二
名
で
一
番
多

く
、
杉
田
会
長
の
会
が
八
名
、
北
川
施
設
長
の
職
員

が
十
三
名
、
他
の
団
体
が
一
名
～
二
名
で
、
総
勢
四

十
四
名
に
な
り
ま
し
た
。

大
型
バ
ス
を
連
協
で
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
六
日
の
朝
、

区
役
所
の
職
員
に
見
送
ら
れ
て
一
路
東
北
へ
…
。

曇
り
空
の
下
、
東
北
自
動
車
道
を
北
上
し
て
仙
台
へ
。

仙
台
に
入
る
頃
か
ら
小
雨
が
降
り
出
し
、
ゆ
う
ぐ
れ

迫
る
頃
に
や
っ
と
南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街
に
到
着

し
ま
し
た
。
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
が
立
ち
並
ぶ
商
店
街
は
、

雨
と
あ
っ
て
、
人
影
も
ま
ば
ら
で
し
た
。

魚
屋
さ
ん
、
日
用
雑
貨
店
、
食
堂
、
酒
屋
等
、

通
常
の
商
店
街
で
す
が
、
店
内
は
狭
く
、
歩
く
の
が

や
っ
と
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
中
央
に
は
、
買
っ
て

き
た
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

に
分
散
し
て
一
日

目
を
終
了
し
ま
し

た
。
下
道
荘
で
は
、

宿
の
お
か
み
さ
ん

が
当
時
の
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
石
巻
に

向
い
祥
心
会
本
部

で
震
災
か
ら
今
日

ま
で
の
経
過
を
写

真
や
デ
ー
タ
を
交

え
て
話
し
て
頂
き

ま
し
た
。
昼
食
は
こ
の
施

設
が
運
営
す
る
レ

バ
ス
は
、
宿
に

入
る
前
に
、
防

災
セ
ン
タ
ー
に

立
ち
寄
り
ま
し

た
。
こ
の
建
物

は
保
存
が
決
ま

っ
た
と
の
こ
と

で
す
が
、
周
囲

は
建
物
よ
り
高

く
積
ま
れ
た
土

手
が
広
が
り
、

海
な
ど
は
ま
っ

た
く
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

二
軒
の
民
宿

ス
ト
ラ
ン
で
頂
き
ま
し
た
。
昼
食
後
に
テ
レ
ビ
の
映

像
で
、
何
度
も
津
波
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
た
日
和

山
公
園
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
公
園
に
逃
げ
た
人
は

全
部
助
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
眼
下
の
風
景
は
一
面

の
荒
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
す
べ
て
を
飲
み
込
ん

で
、
押
し
寄
せ
る
津
波
の
破
壊
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見

せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
夜
の
宿
は
、
松
島
の
高
台
に
あ
る
ホ
テ
ル
大
観

荘
で
す
。
宿
に
着
く
頃
に
は
本
降
り
の
雨
と
な
り
、

館
内
の
案
内
を
聞
い
て
か
ら
各
部
屋
に
入
り
ま
し
た
。

雨
の
中
、
タ
ク
シ
ー
で
海
岸
の
五
大
堂
等
を
見
に
行

っ
た
人
も
い
ま
す
。

夜
は
宴
会
場
で
懇
親
会
と
世
田
谷
区
内
に
住
み
、

幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
響
貴
永
幸
さ
ん
の
シ
ョ
ー
が

開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
東
北
施
設
見
学
会
、
色
々
と
学
ぶ
こ
と
も

多
く
、
企
画
し
て
頂
い
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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高
次
脳
磯
能
障
害
に
つ
い
て

副
理
事
長
　
貞
見
　
芳
房

脳
卒
中
や
脳
外
傷
で
生
ず
る
後
遺
症
の
中
で
、
生

後
に
習
得
、
学
習
し
て
い
た
行
為
や
認
知
の
困
難
は

高
次
脳
機
能
障
害
と
総
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
次
脳

機
能
障
害
は
同
じ
よ
う
に
行
為
や
認
知
に
困
難
を
示

す
認
知
症
と
似
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
認
知
症
は
脳
卒
中
の
再
発
を
繰
り
返
す
、

あ
る
い
は
大
脳
の
神
経
組
織
の
変
性
が
進
む
こ
と
で

起
こ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
再
発
や
変
性
の
進
行
を
抑

え
、
現
存
の
能
力
を
保
ち
、
生
活
の
平
穏
を
守
る
こ

と
が
認
知
症
に
対
す
る
支
援
の
目
的
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
高
次
脳
機
能
障
害
で
は
大
脳
の
一
部
の
額

域
に
損
傷
は
限
定
し
て
い
ま
す
。
症
状
は
損
傷
し
た

嶺
域
の
関
与
す
る
機
能
の
困
難
に
収
束
し
ま
す
の
で
、

症
状
の
軽
減
と
生
活
の
再
建
が
高
次
脳
機
能
障
害
に

対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
に
な
り
ま
す
。

今
回
、
病
院
在
職
時
に
家
族
講
座
や
学
生
研
修
用

に
作
成
し
た
資
料
の
中
か
ら
、
書
く
課
題
で
み
ら
れ

た
高
次
脳
機
能
障
害
の
症
状
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

第
一
の
症
状
は
保
続
で
す
。
同
じ
行
為
を
反
復
す

る
症
状
を
保
続
と
言
い
ま
す
。

書
き
取
り
の
課
題
で
（
し
ん
ぶ
ん
）
も
（
か
わ
に
お

ち
ま
し
た
）
　
も
正
し
く
書
い
た
後
に
「
ぶ
ん
」
「
ぶ
」

「
ん
」
を
、
ま
た
、
「
し
た
」
　
「
た
」
を
書
き
続
け
て
い

ます。こ
の
保
続
は
、
正
し
く
書
き
終
え
た
と
い
う
意
識
、

心
の
動
き
が
語
尾
や
文
末
の
文
字
を
書
き
続
け
る
行

為
を
誘
発
さ
せ
た
強
迫
性
の
症
状
と
考
え
ま
す
。

第
二
の
症
状
は
構
成
の
障
害
で
す
。
構
成
は
、
意

図
し
た
構
想
に
合
う
よ
う
に
個
々
の
要
素
を
空
間
上

に
配
置
し
、
組
み
立
て
る
行
為
で
す
。

文
章
を
読
ん
だ
後
の
質
問
の
答
え
と
し
て
書
か
れ

た
（
若
草
）
も
（
初
夏
）
も
字
画
は
何
一
つ
間
違
っ
て

お
ら
ず
、
書
き
順
も
適
切
で
す
。
し
か
し
、
文
字
と

し
て
の
ま
と
ま
り
が
損
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
漢
字
を
書
い
て
い
る
際
に
た
め
ら
い
や

修
正
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
構
成
の
行
為
の
他

に
、
そ
の
行
為
の
調
整
を
担
う
注
意
の
認
知
機
能
に

も
低
下
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
三
の
症
状
は
左
半
側
視
空
間
無
視
で
す
。
無
視

は
、
目
の
網
膜
か
ら
視
覚
神
経
路
を
上
っ
て
き
た
視

覚
情
報
が
認
識
さ
れ
な
い
た
め
に
見
え
て
い
な
い
症

状
を
言
い
ま
す
。

（
大
根
）
　
の
模
写
の
課
題
で
漢
字
　
（
根
）
　
の
左
側

の
部
分
が
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

左
半
側
視
空
間
無
視
は
、
近
い
遠
い
に
拘
わ
ら
ず

視
野
の
左
側
が
認
識
さ
れ
ず
、
左
側
の
人
や
物
に
ぶ

つ
か
る
危
険
を
伴
い
ま
す
。

高
次
脳
機
能
障
害
の
三
つ
の
症
状
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
高
次
脳
機
能
障
害
の
多
様

な
症
状
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
や
古
い
看
板
の
落
下
な
ど
の
不
慮
の
事

故
に
よ
っ
て
私

達
は
高
次
脳
機

能
障
害
を
こ
う

む
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
高

次
脳
機
能
障
害

の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
に
励

ん
で
お
ら
れ
る

人
達
を
支
え
る

良
き
理
解
者
が

増
え
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

亀

　

井

　

歌

　

子

嘩
紘
谷
汲
き
笑
ひ
し
て
砲
丸
の
泉

敏
の
南
タ
し
緑
し
そ
連
れ
て
く
る

阜
ヒ
ら
ぬ
え
の
息
燭
に
息
ご
飯堀

之
内
　
千
　
代

ど
こ
か
ら
か
ス
ト
ン
と
落
ち
て
昼
夜
魔

腹
庖
逢
動
，
【
十
三
回
竹
の
泉

行
く
骨
に
机
の
乳
酪
や
地
蔵
尊小松

原
▼
　
錦
　
子

叶
ど
っ
と
丸
竹
楓
菅
過
ぎ
て
よ
り

爵
局
と
直
紀
見
向
ひ
8
日
阜

皮
剥
の
手
よ
り
飽
け
た
る
軋
日
参

高

　

騰

　

民

　

枚

成
増
汁
の
飽
き
喉
超
し
札
束
る

途
絶
托
鉢
塵
り
の
帝
鳥
鳴
く

曹
割
れ
て
の
ぞ
く
8
鼻
に
寄
宿
払

宮

　

沢

　

み

ど

り

帝
禽
級
尊
慮
の
音
の
暑
ぞ
か
な

ネ
¢
の
鎧
の
思
凍
り
や
乳
の
昼

中
乱
の
名
月
昭
和
九
十
阜

大

　

谷

　

の

り

子

的
工
句
風
ぬ
間
に
伸
び
て
臭
味
汐
単

身
沢
の
毯
線
見
せ
て
乱
入
8

十
九
泉
の
電
孝
時
針
の
遅
れ
か
な

小
田
原
　
郁
　
代

蔵
の
町
ひ
と
め
ぐ
り
し
て
ば
太

叩
頭
高
点
層
過
り
の
軋
ヒ
な
る

女
の
声
長
庵
ら
ぎ
の
せ
藤
久
の
楊
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⑳
◎
八
月
暑
気
払
い
食
事
会
八
月
二
十
二
日
（
土
）

今
年
は
自
由
が
丘
に
あ
る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
・
バ
ッ
ボ
ア
ン
ジ
エ
ロ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
店
の
マ
ス
タ
ー
と
宇
津
木
さ
ん
が
友
達
と

い
う
関
係
で
す
。
店
は
二
階
に
あ
り
、
店
内
も
段
差

が
あ
り
、
車
イ
ス
の
方
に
は
参
加
出
来
な
か
っ
た
の

で
、
来
年
は
ま
た
、
新
し
く
て
、
交
通
の
便
の
い
い

所
を
探
す
予
定
で
い
ま
す
。
和
食
の
店
で
す
と
、
昼

で
も
四
千
円
以
上
に
な
り
ま
す
。
バ
イ
キ
ン
グ
な
ら
、

安
い
所
も
あ
る
の
で
す
が
、
手
、
足
の
不
自
由
な
方

の
料
理
も
取
っ
て
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
料
理
の
方
は
マ
ア
マ
ア
と
い
っ

た

と

こ

ろ

…

と

い
う
感
想
で
し

た
。
場
所
柄
家

賃
も
高
い
の
で

仕
方
な
い
で
す

ね
。
で
も
店
主

の

ア

ン

ジ

エ

ロ

さ
ん
は
被
災
地

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
何
度
も
や

っ
て
、
テ
レ
ビ

に
も
幾
度
か
出

て
い
ま
す
。
場

所
柄
、
店
員
さ

ん
も
若
く
テ
キ
パ

キ
し
て
感
じ
も
良

か
っ
た
で
す
。

参
加
者二
十
六
名

◎
九
月
日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク

富
士
山
五
合
目
へ
…
！
九
月
十
三
日
（
日
）

富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
、
マ
イ

カ
ー
登
山
が
規
制
さ
れ
て
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
、
麓
で

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
換
え
る
事
に
な
り
、
障
害
を

持
つ
人
達
に
は
不
便
に
な
り
ま
し
た
。
観
光
バ
ス
だ

と
乗
り
換
え
な
い
で
済
み
ま
す
。

朝
か
ら
パ
ッ
ト
し
な
い
天
候
で
し
た
が
、
一
路
、

河
口
湖
か
ら
、
富
士
山
五
合
目
を
め
ざ
し
て
、
野
沢

を
出
発
し
ま
し
た
。
大
月
か
ら
河
口
湖
方
面
の
道
路

に
入
る
と
、
雲
間
か
ら
う
っ
す
ら
と
富
士
山
が
顔
を

出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
五
合
目
に
到
着
し
て
外
に
出

る
と
、
身
を
切
る
様
な
冷
た
い
風
に
ビ
ッ
ク
リ
！

あ
わ
て
て
、
茶
店
の
中
へ
逃
げ
込
み
、
ス
ト
ー
ブ

の
所
へ
。
周
囲
は
外
国
人
？
ば
か
り
で
、
中
国
語
や
韓
国
語

が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
山
頂
も
、
下
界
の

雲
海
も
見
え
て
、
一
同
満
足
で
し
た
。

昼
食
は
富
士
ラ
ン
ド
で
イ
タ
リ
ア
料
理
を
頂
き
、
地

ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
、
皆
ご
満
悦
で
し
た
。
帰
路
は
、
定

番
の
道
の
駅
や
、
お
土
産
屋
に
寄
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

秋
の
研
修
旅
行

日
光
江
戸
村
～
那
珂
川
温
泉
へ

十
月
二
十
四
日
（
土
）
～
二
十
五
日
（
日
）

今
年
の
秋
の
研
修
旅
行
は
好
転
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

参
加
者
二
十
六
名

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
変
更
し
て
東

北
道
を
日
光
方
面
に
…
途
中
二

ヶ
所
で
事
故
渋
滞
に
遭
い
な
が

ら
も
、
予
定
通
り
江
戸
村
に
昼

に
到
着
、
和
風
薬
膳
料
理
を
頂

き
ま
し
た
。

江
戸
村
の
中
は
様
々
な
催
し

が
あ
っ
て
、
一
日
楽
し
め
る
場

所
で
す
が
、
時
間
の
都
合
で
、

一
つ
ぐ
ら
い
し
か
見
学
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
那
珂
川
苑
は
今

回
三
度
目
の
利
用
で
、
ふ
ぐ
三

昧
料
理
と
馬
刺
は
好
評
で
し
た
。

翌
日
は
近
く
の
な
か
が
わ
水

遊
園
で
魚
の
生
態
を
見
学
し
て

か
ら
、
那
珂
川
の
大
瀬
や
な
で

昼
食
で
す
。
あ
ゆ
の
定
食
は
、

あ
ゆ
の
塩
焼
き
、
田
楽
、
フ
ラ

イ
と
こ
れ
ま
た
あ
ゆ
三
昧
？
で

食
べ
き
れ
な
い
有
様
で
し
た
。

や
な
に
は
、
あ
ゆ
の
他
に
さ

け
等
も
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

帰
り
は
も
て
ぎ
道
の
駅
で
買

い
物
を
し
て
か
ら
、
東
北
道
を

一
路
東
京
に
向
か
っ
て
…
。

中
村
さ
ん
二
日
間
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。参
加
者
　
十
九
名
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◎
A
貫

費　先時

人　　神泉　（かみいずみ）

（4）

（
日
帰
り
）

◎
今
年
も
行
く
ぞ
！
み
か
ん
狩
り
！

十
二
月
五
日
（
土
）

毎
年
好
評
の
小
田
原
早
川
の
み
か
ん
狩
り
に
今
年

も
行
き
ま
す
。
昨
今
、
小
田
原
市
内
は
、
土
日
の
食

事
予
約
が
出
来
ま
せ
ん
。
並
ん
で
順
番
に
席
が
空
い

た
ら
、
四
～
五
人
で
座
る
状
態
で
す
。

お
い
し
い
み
か
ん
を
採
っ
た
後
は
、
お
い
し
い
食

事
も
楽
し
み
た
い
の
で
、
場
所
を
考
慮
中
で
す
。

◎
日
　
時
　
十
二
月
五
日
　
（
土
）
　
九
時
発

◎
行
　
程
　
野
沢
～
厚
木
～
小
田
原
早
川
～

み
か
ん
山
で
み
か
ん
狩
り

◎
詳
　
細
　
今
回
も
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
行
く
の
で
、

定
員
は
二
十
名
位
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
費
　
用
一
人
　
五
千
円
　
（
移
送
料
別
）

バ
ス
代
、
昼
食
代
、
一
人
五
キ
ロ
の

お
土
産
付
で
す
。

◎
区
民
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
展

十
二
月
六
日
（
日
）

毎
年
恒
例
の
区
民
フ
ェ
ス
タ
が
、
区
民
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
す
。
書
道
、
俳
句
、
そ
の
他
、
一
年
間
の
行

事
の
写
真
等
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
新
し
く
始
ま
っ
た
、
絵
手
紙
教
室
の
作
品
も
展

示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
当
会
で
は
バ
ザ
ー
も
や
っ
て
い
ま
す
。

城
峯
公
園
の
冬
桜
と
紅
葉
の
旅

十
二
月
十
三
日
（
日
）

今
年
の
忘
年
旅
行
会
は
、
冬
桜
で
有
名
な
城
峯
公

園
の
そ
ば
に
あ
る
　
「
冬
桜
の
宿
神
泉
」
　
で
開
き
ま
す
。

眼
下
に
は
神
流
湖
を
臨
み
、
紅
葉
と
冬
桜
の
名
所

と
し
て
有
名
で
す
。
そ
ば
を
流
れ
る
神
流
用
は
、
三

波
石
の
採
掘
で
も
有
名
で
、
近
く
に
は
三
波
石
峡
も

あ
り
、
国
の
名
勝
及
び
天
然
記
念
物
と
し
て
も
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

山
の
宿
で
、
ゆ
っ
く
り
忘
年
会
を
開
い
て
、
今
年
を

ふ
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
二
十
年
の
節
目

の
年
だ
っ
た
の
で
、
何
か
と
忙
し
か
っ
た
の
で
…
。

◎
日
◎
行

十
二
月
十
三
日
　
（
日
）
　
九
時
発

埼
玉
県
児
玉
郡
冬
桜
の
宿

八
千
円

皆
さ
ん
お
誘
い

合
せ
の
上
、
ぜ
ひ

来
て
下
さ
い
。

私
は
朝
か
ら

場
内
を
か
け
め

ぐ
っ
て
い
ま
す
。

（
宴
会
食
事
代
、

バ
ス
代
、
高

速
代
、
保
険

料他）

＊
自
宅
～
野
沢
迄

の
移
送
料
は
別
途

＊
参
加
希
望
者
は

十
一
月
三
十
日
迄

に
事
務
所
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

人
数
が
少
鬼
い
場

合
は
観
光
バ
ス
で

な
く
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
を
使
用
し
ま

す。

編
集
後
塾

常
日
頃
か
ら
、
年
を
と
っ
た
ら
絶
対
に
転
ば
な
い

様
に
…
と
周
囲
の
人
に
注
意
を
し
て
、
自
分
も
い
つ

も
心
が
け
て
い
た
の
に
…
。
十
月
上
旬
に
、
外
出
先

で
、
コ
ン
ビ
ニ
の
店
先
に
あ
る
車
止
め
に
足
を
取
ら

れ
て
横
に
転
倒
し
て
左
半
身
を
強
打
し
ま
し
た
。

す
ぐ
に
近
く
の
救
急
病
院
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を

し
た
結
果
、
骨
折
は
な
く
、
全
治
二
週
間
位
と
云
わ

れ
て
帰
宅
、
普
段
か
ら
血
液
サ
ラ
サ
ラ
の
薬
を
飲
ん

で
い
る
の
で
、
左
半
身
が
皮
下
出
血
し
て
ア
ザ
だ
ら

け
の
状
態
で
し
た
。

痛
み
止
め
の
薬
は
ア
ル
コ
ー
ル
駄
目
と
か
で
、
痛

み
止
め
を
飲
ま
ず
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
我
慢
の
日
々
？

一
週
間
位
か
ら
、
歩
行
困
難
位
の
痛
み
で
、
足
を

引
き
ず
り
な
が
ら
店
番
。
毎
晩
、
毎
朝
湿
布
を
張
替

え
て
二
週
間
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
痛
み
も
少
な
く

な
り
、
歩
行
も
普
通
に
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
骨
折
し
て
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
で
良
か
っ
た
…
と
今
更
実
感
し
て
い
ま
す
。

十
月
末
に
、
め
で
た
く
？
傘
寿
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
、
大
事
に
使
え
ば
、
あ
と
五
年
、
十
年
は
持
つ
？

を
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
気
を
つ
け
て

頑
張
り
マ
ー
ス
！
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